
 

 

資料１ 

 

新たに加わる機能・設備について 

県立図書館の専門性や広域性という機能に加え、本を介して同じ興味を持つ利用者同士

が出会い、交流し、共に学ぶことができる「価値を創造する図書館」として、新しい「本

館」がオープンします。 

本館には、これまでになかった次の機能・設備が加わります。 

 

○学び⇔交流エリア 

本を介して人と人とが出会い、共に学ぶことのできる交流エリアを設けます。ここで

は利用者同士が議論しながら学びを深めることができます。また、「Lib 活」など新た

な取組を展開します。 

（注記）「Lib 活（リブカツ）」は、「Library」と「部活」をつなげた造語で、図書館

を活用して部活動のように同じ興味を持つ仲間と継続して学べるプログラムです。

今年度は次の３つを開催します。 

・専門家を交えて、働く世代に身近な社会の課題を議論する after５ゼミ 

・神奈川県の半世紀に関する年表を作り、出版を目指す連続講座 

・本の選び方や声の出し方などを学び、朗読会で発表し本の魅力を伝える講座 

 

○多様な読書エリア 

静謐（せいひつ）な空間で読書に集中できる「静寂読書室」や、県立図書館の資料を

用いて研究するための「研究ブース」「研究個室」など、多様な閲覧席を約 300 席用

意しています。 

 

○ライブラリーショップ 

文房具類、ロゴマークを使用したグッズや、飲み物、軽食を販売するライブラリーシ

ョップを設置します。公募により選定された猿田彦珈琲株式会社が運営します。 

 

○公開書庫 

新たに公開書庫を設置し、これまで閉架書庫に所蔵していた多くの資料を配架しま

す。電動集密書架を操作してこれらを自由に閲覧いただくことが可能となります。 

 

○自動貸出機の導入 

１階から３階の各フロアに自動貸出機を設置します。これにより、カウンターに寄ら

ず非対面・非接触の貸出しが可能となります。 
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